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鹿児島市立坂元台小学校
所 在 地： 鹿児島市西坂元町５ ８ 番地２ 号

電話番号： ０９９ -２４７-５５１５ ●児童数： ４ ０ ５ 人

●学級数： １６ 学級

・「 せばる隼人舞」 を通し た伝統芸能の継承

・ 出番と 居場所のある授業

・ 高学年に引き継がれるボランティア活動

・ 自他を大切に考える伝え合う 活動（ Ｍｏ ｍの木の取組）

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで学
校
か
ら
の
報
告

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 自他を 大切にし ， 思いやり の心を も っ て相手の気持ちを 理解し， 学び合い，

高め合いながら 生活する子ども を育てる。

　 ６ つのし じ で， えをかく のがいろいろみんなちがっ

たけど， まわり のひと のえも すごかっ たです。 わたし

も いろいろなえをかけてたのし かったです。（ １ 年）

　 絵をかく と きに，「 こ れでいいのかな，みんな一緒じ ゃな

く ていい。」 と 思って書いて，みんなのを見てみると ，同じ も

のや違う も のがあっ て，絵の形がみんなそれぞれで個性も

違う 。答えもみんな違う と ころがおもし ろかったです。（ ２ 年）

　 みんな一人一人に「 とく ちょ う 」，「 こせい」 がある

こと が分かり まし た。これからは，自分のこせいを大

切にし ていこう と 思いまし た。また，発表はちがいを

作り ，新し いものを生み出し ていく ものだと いう こと

も 分かり まし た。こ れから は，わたし メ ッ セージで

もっと 話合いをし たいと 思いまし た。（ ３ 年）

　「 Ｙ ＯＵメ ッ セージ」 を「 Ｉ メ ッ セージ」 に変えて友だちと 話合いを

すること を大切にし たらよいと いう こと を学びまし た。「 あなたは～。」

ではなく ，「 私は～だと 思う よ。」 と 相手をひはんするのではなく ，相

手の意見をそんちょ う し て一つの答えだけにまと めず，みんなが納得

できるよう な意見にすること が大切だと いう こと を知ること ができま

し た。同じ 言葉を聞いているのに全然絵が違い，おもし ろかったです。

グループを見たけど全員で見たら ひと り も 同じ 人はいないと 思いま

す。いろいろなこと が知れてと ても 良い授業だったと 思います。（ ５ 年）

　 いつもと は逆の左手で自分の名前を書いたり ，し ゃ

べら ず，のぞかずに絵をかいたり ，初めての事をたく

さ んやって，「 次は何をするんだろう 。」 と ワク ワクし

ながら学習ができて，とっても 楽し かったです。「 大勢

の人の前での発表はやり にく い」 など，めぐさ んが私

達の生活でよく ある出来事を 例に詳し く 教えてく だ

さ ったので，「 なるほどなぁ 。」 や「 確かに。」 と 共感し

まし た。これからは，一人ひとり の“ ちがい” に気付き，

“ 個性” と“ 能力” を大切にし て，“ Ｉ メ ッ セージ” をいっ

ぱい使って，みんなが笑顔で自分らし く 暮らせる社会

をつく るために私ができること をいろいろし ていきた

いです。今日は本当にあり がとう ございまし た。（ ６ 年）

　 私は， みんなの前で発表し たり ， 話し 合っ たり す

るのが苦手です。「 みんなと ちがっ たら どう し よう 。

笑われたら はずかし いな。」 と いう 思いがいつも 出

てき てし まい， 発表し づら く なり ます。 でも ， 今日

めぐ さ んが話し てく ださ っ たおかげで発表や話合い

に対し て自信がつき まし た。 みんなちがっ てあたり

前だから ， 怖がる必要はないと 思えるこ と ができま

し た。 こ れから は， はずかし がるこ と なく 発表に自

分から 進んで挑戦し てみたいです。（ ６ 年）

　 ぼく は， あなたメ ッ セージを 使っ

ていたので，今からはわたし メ ッ セー

ジを使いたいです。 人のまちがいは，

だめと いう こ と ではないんだなと 思

いまし た。 今日から は， 自信を も っ

て手をあげていきたいです。（ ４ 年）

　 わたし は，最初に聞いた「 ちがいはまちがいではない」 と いう 言葉

が心に残っています。わたし は，いつも 発表で手を挙げるかと ても ま

よってし まいます。でも，この言葉を聞いて，少し 勇気がでまし た。こ

れからは，できるだけ手を挙げて発表し たいと 思います。（ ４ 年）

　 今日のお話は，と ても わかり やすく て楽し い学習でし た。

わから ないこと ばや，せり ふなどがあったけど，わかり やす

く 教えてく れた方がいてと ても う れし かったです。みんなで

話合いをすると ，とってもいいいけんがあり まし た。（ ２ 年）

　「 あなたメ ッ セージで返すので はなく ， 自分の後

ろ の気持ち を わたし メ ッ セージ で 返す」 は今ま で

にも あな たメ ッ セージ で 言っ て し ま っ て いたかも

し れな いから ， こ のやく そく はこ れから も 学校や

生活に生かし ていこ う と 思います。（ ３ 年）

　 いろんなこと をまなべたから，と も だちにも いっぱいやさ

し く できそう で，グループわけもたのし かったです。（ １ 年）

　 絵をかく と き，し じ にし たがっ てかく のは，はじ めてだっ た

のでと てもむずかし かったです。チーム分けをするのもむずか

し かったです。また，新し いこ と ばを 知り まし た。こ んなこ と

ばです。「 あなたメ ッ セージ」「 わたし メ ッ セージ」を知り まし た。

まだまだ先があるので，今日ならったこと をこ れからし たいと

思います。あと ，かぞく にも ならったこと を教えたいです。（ ２ 年）

　 本校の学校教育目標「 夢や目標をも ち， 自ら を律し ながら ， 共に学び共に伸びる子ども の育成」 の具現化のためには， 豊かな人間関係の構築

が重要であり ， その基盤と なる自他を大切にする行動力を培う こ と が肝要だと 考えている。

　 こ れまで学級経営や教育活動全体を通し て， 集団の中の自分の在り 方について考えてき ているが， 男女共同参画の視点など， 自分と 他者と の

関わり について更に考えを深め， 行動力を高める場と し て本事業に申し 込んだと こ ろ である。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ 職員研修のテーマに人権同和教育を 位置付けた研修

の実施（ 本年度で３ 年目）

・ 自尊感情の育成と より よい人間関係づく り を基盤と

し た学級経営の充実

・ 全校で取り 組む気持ちを伝え合う「 Ｍｏ ｍの木」（ 見

つめる・ 思いをめぐ ら す・ 向き 合う ） の取組

・ 児童会スローガン「 フ ワフ ワ言葉で笑顔を増やそう

仲良し たく さ ん坂元台」 に基づいた児童会活動

（ 2） 本校の児童の実態

・ 学習活動や行事などに積極的に取り 組み，素直で明るい様子で生活し ている 児童が多い。

・ 児童会活動や朝のボラ ンティ ア活動など高学年の児童が主体的に日常活動を行っ ている。

・ 自尊感情の育成の面で， 自分に自信がないと 感じ る児童の割合がやや高く ， 人

間関係づく り に影響する状況がある。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

　 ぼく は， ク ラスの中ではよく 発表し ています。 し かし ， 同学年や全

校生徒の前で発表すると なると 緊張し てし まい， 今まで発表から に

げてきまし た。『 心のどこ かで「 もし 笑われてし まっ たら はずかし い。」

と 考えている』 と 思います。 今回の学習で「 ちがいはまちがいでは

なく いい考えが出るかも し れない。」 と 思いまし た。 まさ に「 みんな

ち がっ てみんないい」 と いう 言葉のと おり だなと 思いまし た。 話合

いでは， それぞれちがっ た意見が出てふだんより 話合いが盛り 上が

り まし た。 こ れから も ずっ と 生活に生かそう と 思いまし た。（ ５ 年）

11月16日（ 火）
 10： 50～12： 30 児童ワークショ ップ（ ３・ ４ 年）  127人

 15： 00～16： 30 保護者・ 地域ワークショ ップ 15人

11月19日（ 金）
 8： 30～10： 10 児童ワークショ ップ（ １・ ２ 年）  131人

 10： 25～12： 05 児童ワークショ ップ（ ５・ ６ 年）  131人

 15： 30～16： 45 教職員セミ ナー 19人

事 業 実 施 概 要
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　 子ど も たち の様子から 真剣に取り 組んでいたのが嬉し かっ た。 自分自身も

“ 伝わら ない” と いう こ と を 再確認し ， 子ど も たち 一人ひと り の思いや気持ち

を 大事にし ながら 工夫し ていき たい。

　 子ど も のワーク シ ョ ッ プ から 参加さ せていただき， と て も 勉強になり まし

た。 日頃の学校生活の中でＹ Ｏ Ｕ メ ッ セージ を 発し て いる 自分も 振り 返り と

し て反省を する 時間と なり 良かっ たです。 日常ど う し て も 評価を し ている 自

分， プ ロ セス 評価を 増やし て いこ う と 思え まし た。 子ど も たち が過ご し やす

い毎日を 過ごせる よ う にＩ メ ッ セージを 発信し ていく 意識を 持ち， 実践し よ

う と 思います。

　 子ど も たち へのワーク シ ョ ッ プ ， あり が

と う ご ざ いま し た。 導入から 子ど も たち の

「 気付き 」 を 大切にする ２ 時間で， と ても 深

い学びにな っ たと 思いま す。 シ ールを 使っ

たゲームも 私たち が思っ て いたよ り ス ムー

ズに活動し て いて 新たな 可能性を 見出し た

よ う な 気がし ま し た。 あり がと う ご ざ いま

し た。 放課後の研修で は， 男女共同参画社

会について たく さ んのこ と を 学ぶこ と がで

き ま し た。 未来を 担う 子ど も たち のために

ま ずは大人で あり 教師で ある 私たち がし っ

かり 学んでいかなければと 感じ まし た。

　 ワーク シ ョ ッ プ の子ど も

た ち の様子を 見て， 周り を

気に し て 動け な かっ た り ，

発言する のを た めら っ たり

する 子ど も が多いこ と を 感

じ ま し た。「 違いは間違いで

はな い。」 と いう こ と を 私も

意識し て 声に出し て 伝え て

いき た いと 思い ま す。 自分

自身も 日頃から Ｉ メ ッ セ ー

ジを心がけていき たいです。

　 ５ ・ ６ 年生のワーク ショ ッ プを 参観し た際，

子ど も たち が最後進んで 発表し て いたのに驚

いた。 子ど も にど のよ う な 声掛け， 話を する

かが大切だと 感じ た。 今ま で も 説明の仕方や

声掛けの内容など を 考え ながら 学級経営を し

て き たが， 今回の研修で 大切だと 感じ たこ と

も 生かし ていき たい。

　 子ど も たち と の関わり 方を 改めて 考えさ せ

ら れた。 褒めたり ， よ さ を 伝え たり する こ と

を 意識し て子ど も たち と すご し て いき たいと

思う 。

　 ま ず長時間にわたり ， 多く の（ 幅広い年齢

層の） 学習者のために熱いワーク シ ョ ッ プ を

展開し てく ださ り ， あり がと う ございまし た。

ジ ェ ン ダー・ ・ ・ そう で すね。 考え た年頃が

あり ま し た。 今も 考え ま すが， 自分の意志の

発信の仕方については，改めて考える（ 見直す）

機会にな り ま し た。 子ど も たち にと っ て 身近

な モ デルで ある 以上， 自分自身適時振り 返り

を し ながら 進めていき たいと 思います。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 子ども に対し ての声かけを 改

めて考えさ せら れた。 こ れから

生き ていく 中で， 自分も 子ども

たち も 自分の考えを 堂々と 言え

る よ う な環境にし ていき たいと

思っ た。

　 講座を 受ける 前は， 難し い話の講座

な ので は？と 思っ て い ま し た。 個性や

人と のかかわり 方， 親と 子の接し 方に

ついて， こ れから ど う し た いのかよ く

考え て 見直すこ と がで き る よ う にな っ

た気がし ます。

事業を終えて～今後の取組など～

　 本校は， いじ めの未然防止にも つな がる 「 自他を 大切にで き

る 人間関係づく り 」 に重点を 置いて， 学級経営の充実に努めて

いる 。 ま た， 校内研修で は， 人権教育を テ ーマ に， 自尊感情の

育成に係る 研究を ３ 年越し で続けている 。

　 児童会活動では，「 温かい言葉を交わすこ と 」 をテーマに，常時，

取り 組んで おり ， 保護者も 自分の子ど も の言葉遣いに対し て 課

題意識を も っ ている 。 そのため，今回の児童向け，保護者向けワー

ク ショ ッ プは， と ても 効果的であっ た。

　 職員研修の内容も 含め， 児童向けのワーク シ ョ ッ プ から も ，

Ｉ メ ッ セ ージ が人間関係づく り には欠かせな いこ と ， 見方を 変

え る こ と で 気付き が生ま れる こ と な ど， 子ど も と の向き 合いを

更に確かなも のにし ていく 大き な示唆を 得るこ と ができ た。

　 今後も 一人一人の子ど も のあり のま ま を 大切にし な がら ， 確

かな 子ど も 観と 深い関わり を 通し て， 子ど も たち と の信頼関係

を 深めていき たいと 思う 。

　 小３ の子ども の対応に悩むと こ ろも あり

まし た。講師のおっ し ゃると おり ，毎日，「 子

ども はチャ レンジし ている」 と いう こ と を

忘れていたよ う に思いま す。 絵のワーク

ショ ッ プも 大変面白かっ たです。 自分は思

いも し ない絵を描いている方を見ると ， 指

示の仕方は１ 回言っ て「 わかっ たでし ょ ?!」

の感覚はいけないなあと 反省も し まし た。

少し ずつ自分を変えら れるよう に…， 子ど

も と も 接し たいと 思います。

　“ ち がいこ そが宝物” ぐ っ と

胸に響き ま し た。 子ど も は毎

日がはじ めて で ド キド キだら

けな んだ と ， 改めて 考え， 今

日から ， 子ど も への声かけは，

たく さ んほめて あげよ う と 思

い ま し た。 男女， 年齢， 関係

な いので 納得する ために選択

し て 決定する のは， 私の中で

も 行いたいと 思いまし た。

　 言い方一つで攻撃的や否定的になる こ と や， 思考

内在化， 外在化等のお話を聞けてと ても ためになる

話ばかり でし た。 子ども にも Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージで伝

える のではなく ，Ｉ メ ッ セージを 使っ て話すこ と や，

男だから 女だから ， お姉ちゃ んだから お兄ちゃ んだ

から ではなく ， 一人の人と し て考えるこ と が大切だ

と いう こ と が分かり まし た。 子ども は， 初めてで慣

れないこ と ばかり であるこ と を 心に留めて， 今後も

こ の講座を活かし ていこ う と 思いまし た。

　 子ど も に言っ て いた言葉で， 子ど も を 不安にさ

せた り ， こ わがら せた り し て い た んだ な と 思い，

こ れから は， 自信につな がる 選択で き る 言葉かけ

を し て いこ う と 思いま し た。 ま た， 自分の意見を

恥かし がら ずに言える よ う ， 違う 意見を 否定せず，

新たな 考え に結び付けら れる よ う にし て いき たい

と 思いまし た。

参観し た方々

地域の方々等への事業取組の周知

　 今回は初めて 児童向けのワーク シ ョ ッ プ を 見学さ せて いただき ま し

た。 大人になる と なぜ？どう し て？と いっ た好奇心だっ たり ， 一番大事

な事を 忘れてし まいがち ですが， たく さ んの子ど も 達の反応や， いき い

き と し た表情を 見て， 大人である 私達の反応や言葉も 時々振り 返っ てみ

なければと 感じ まし た。 答えがない分， その時々で悩んだり ， 自分の気

付かな いと こ ろ で 相手の方を 傷つけて し ま っ たり し て いる かも し れな

い…。 小さ い時から 自分のこ と も ， 相手のこ と も 大切にでき る よ う に，

ワーク シ ョ ッ プ を 通じ て 一人ひと り が心の中に感じ 取れたこ と を 日々

の生活の中に落と し 込んで， 自然に身に付けら れる よ う に考え 抜かれ

ている 内容でと ても 楽し かっ たです。

・ 保護者向け案内文書の配布（ 10 月11日）

・ 実施後， 学校ホームページ上のブログに掲載（ 11月2 2 日）

・ 学級通信への掲載

　「 違いを 大切に扱う 」「 Ｉ （ わたし ） メ ッ セージを 伝える， 大切にする」 再認識する と と

も に， 日々， 子ど も たち に伝え ていき たいと 思う こ と で し た。 教育従事者と し て， こ の

よ う な事業は大変あり がたいし ， 多く の学校に参加し ても ら いたいと 思う 。 児童・ 保護者・

教職員で 学ぶ意義は深い。「 子ど も は， 初めてにチャ レ ン ジし 続けて いる 存在」。 身のこ

れまでを 反省すると と も に， 親と し ても 気持ちを 改める こ と と し た。

　 ６ 年間に１ 回， 全ての小・ 中学校の児童生徒がこ のよ う な授業を 受け

る 機会があれば，「 自分の大切さ と と も に，他の人の大切さ を 認める こ と 」

を 考え， 対話的な学びの充実， 自己肯定感の向上にも つながる と 感じ ま

し た。

　「 違い≠間違い」，「 違いは宝」，「 あなたメ ッ セージではなく ，わたし メ ッ セージを 。」，「 わ

たし メ ッ セージで 後ろ の気持ち を お話し する。」， し ゃ べら ずにグループ 分けを 行う 活動

後に， 話せない人， 日本語が話せな い人の話， 背中に貼っ た丸いシ ールについて， 形で

はな く 色に着目し た点から ， 人は違いに目がいく な ど， 大変勉強になり まし た。 ６ 年間

に１ 回， 全ての小・ 中学校の児童生徒がこ のよ う な授業を 受ける 機会があれば，「 自分の

大切さ と と も に， 他の人の大切さ を 認める こ と 」 を 考え， 対話的な 学びの充実， 自己肯

定感の向上にも つながる と 感じ まし た。 また，「 早く 宿題し なさ い」 など，あなたメ ッ セー

ジの例から ， 児童生徒向け， 教職員・ 保護者・ 地域向けのワーク ショ ッ プ の３ つを 行う

こ と が， よ り 効果的であるこ と も 分かり まし た。

ブロ グ保護者への案内文 学級通信
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鹿児島市立瀬々串小学校
所 在 地： 鹿児島市喜入瀬々串町３１０３ 番地２

電話番号： ０９９ -３４７-０００９ ●児童数： ９ ４ 人

●学級数： ７ 学級

・ いも作りと ボランティアゆう パック事業

・ 瀬々串棒踊りの継承

・ 伝統的瀬々串そば会食

・ Ｐ Ｔ Ａ と 連携し た瀬々串相撲大会

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 いつも つかう 手じ ゃ な いほ

う で 名ま え を かく のはむずか

し かっ たです。（ １ 年）

　 いつも 右手で名前を 書く のでいつも

と ち がいま し た。 絵を かく のはかんた

んだっ たけど， 人それぞれち がう んだ

なと 思いま し た。 き ょ う り ょ く や気持

ちのお勉強ができ まし た。（ ２ 年）

　「 男だ から ， 女だ から 」 や「 １ 年

生だから ， ６ 年生だから 」 と いう こ

と を やめて， 一人一人の個性にき が

つく こ と ができ まし た。 みんなの前

で発表する のははずかし いけど， こ

の学習で 少し だ けはずかし く な く

なっ た気がし ます。（ ３ 年）

　 ぼく はこ の人権の授業で， ち がい≠まち がいと いう

こ と が一番心に残り まし た。 なぜなら ぼく は， 今まで

「 ち がう と いう のがまち がいな のかなあ」 と 思っ てい

たから です。 し かし ， こ の授業のおかげで「 まち がい

は宝物」 と いう 大事なこ と を 学べてと ても う れし かっ

たです。また，こ の授業を行っ ても ら いたいです。（ ５ 年）

　 な ぜ人間は人の前で 話すのが苦手な のかを 教え て

も ら っ たら ， すこ し 自信がつき ま し た。 自信を も っ

て 発表で き る よ う に， そし て 人と 違う 意見で も バカ

にし ないよ う にし ます。（ ５ 年）

　 学びの広場で特に心に残ったのは， 絵を見せ合う と きで

す。 絵をかく と きは何も 思わずにし ていまし た。 絵を見せ

合う と き， 友だちと ちがっ たので「 えっ。」 と 思っ たけど，

みんなそれぞれちがったので安心し まし た。 最初はう まく

話合いができなかったけど， 友だちの絵を見て「 雪だるま

みたい」 と 言っていたり ，「 ロケッ ト みたい」 と 言っていた

り する人がいまし た。 同じ お題なのに人によってちがう と

いう こと は， 感じ 方がちがう のかなと 思いまし た。（ ５ 年）

　 ぼく はあら ためて人権は大切なのだと 思いまし た。

ぼく はあまり 自分から 手を 挙げたこ と はあり ません。

な ぜな ら ， 失敗し たら ど う し よ う と 思っ たり ， あな

たメ ッ セージ を 言われたら と て も がっ かり し たり し

てし まう から です。 今日の学びの広場で， わたし メ ッ

セージ を 習っ たので ， いろ いろ な 場面で 使いたいと

思いま す。 ま た， 利き 手で な い手で 名ま え を 書く こ

と も ， 絵を 見せ合う こ と も ， みんな と て も 個性的で

おも し ろ いと 思いまし た。（ ６ 年）

　 さ いし ょ ， いつも 字を 書かないほ

う の手で名前を書いたあと ,「 し ゃべ

ら ない」「 のぞかない」 と いう ルール

を 守っ て 絵を かき まし た。 絵はへん

てこ で わら いまし た。 みんなの絵が

気になり まし た。 ほかの人の絵を 見

てみると ，みんなちがいまし た。（ ３ 年）

　 話合いでめぐ さ んが出し たお題の絵

のこ と を 話し 合っ たと き，「 みんなと ち

がっ たら どう し よう 。」 など不安があり

まし た。でも，めぐさ んの話を聞いてい

ると，あまり 感じ なく なっ てき まし た。

そし て，わたし が一番心に残った言葉は

「 まちがいはせいこ う のも と 」 と いう 言

葉です。めぐさ んが話し てく れたこと を，

こ まっ ている子がいたら 教えてあげた

いです。とても 楽し かったです。（ ４ 年）

　 男の子は～し ないと いけないと いう わけ

ではないのをはじ めてし り まし た。そし て

「 だめ」 と か「 おかし い」 と いう だけで人は

きずつきやすいんだなと 思いまし た。（ ２ 年）

　 いつも と はち がう 手で自分の名前を 書

き まし た。 書いてみる と と ても むずかし

く て， 書いていると 手がふるえまし た。 な

れていないこ と やはじ めてする こ と はむ

ずかし いと わかり まし た。 だから こ のこ

と をずっと おぼえておきたいです。（ ３ 年）

　 △や〇を 書く のは楽し かっ たで す。 みん

な ち がっ て おも し ろ かっ たで す。 人に見せ

る のはむずかし かっ たです。（ １ 年）

　 ぼく は， 今日， いろんなこ と を勉強し ま

し た。 まず， ぼく はちょ っ と し か友だちに

やさ し く し ていません。 ぼく は， 友だちに

すぐ おこ っ たり ， あやまっ てきても 先生に

言いつけて， なかし たり し てきまし た。 今

日まなんだこ と ばをも って，やさ し く し て，

友だちをなかせたり ， おこ っ たり し ないよ

う に気を つけていき たいと おも いまし た。

と ても たのし かっ たです。（ ２ 年）

　 本校では，全教育活動を通し て，自分の大切さ と と も に相手も 大切にできる児童の育成を目指し ている。また，いじ めを考える週間（ ４・ ９・ １ 月）

やニコ ニコ 集会（ 12 月） などを設けて， 人権同和教育に対する正し い認識と 理解を深めるための取組を継続し てきている。

　 また , 本校児童の実態と し て， 自分の気持ちや思い・ 考えを表現するこ と を苦手と 感じ ている様子が見ら れるこ と から ， 自尊感情を高めたい

と 考え， 本事業に応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ いじ めや差別を許さ ない学級づく り ， 分かる授業づく り

・ 気になる児童の情報交換（ 週１ 回）

・「 心の教育の日」 を 位置づけ， 地域・ 保護者参加の道徳の授業参

観を実施（ 11 月）

・ にこ にこ 集会（ 劇や読み聞かせによ る児童・ 教師参加型の集会）

の実施（ 12 月）

・ 人権擁護委員によ る「 思いやり の心を 育てる 人権教室」 の実施

（ 12 月）

・ 人権同和教育に係る職員研修の実施（ ６ 月）

（ 2） 本校の児童の実態

・ 素直で明るく ，どんなこ と にも 一生懸命に取り 組むこ と ができ る。

・ 異学年交流を通し て，上級生が下級生を思いやる様子が見ら れる。

・ 地域の方々と のつながり が深く ， 地域行事に積極的に参加する。

・ 自分の気持ちや思い・ 考えを表現するこ と を苦手と 感じ ている。

・ 単学級のためク ラ ス替えがなく ，人間関係が固定化さ れてし まう 。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

11月22日（ 月）
 10： 20～11： 50 児童ワークショ ップ（ 全児童）  93人

 13： 15～14： 45 保護者・ 地域ワークショ ップ 17人

 15： 00～16： 30 教職員セミ ナー 12人

事 業 実 施 概 要

　 　 人間尊重の精神を 基にし て， 豊かな心情を も ち， 互いに認め

合い，真心をも っ て助け合う 実践力のある子ども の育成に努める。
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　 人権に関わる 活動や学習において， 毎回迷いや疑問， 戸惑いを 抱

いてし まう のは， 学びや実感， 経験が不十分なためなのだろ う と 思

う 。 頭では理解し ていても ， 本当の意味でその人の身になっ て考え

る こ と はでき ていないのかも し れないと 反省する。 今回の研修で，

日頃の自分の言動で， 時間を 気にする 日々で， 先を 急ぎせかし てし

まう のは， 自分中心の考えの表れだと 改めて思っ た。 待つこ と ので

き る 心の広さ ， 許すこ と のでき る 自信や寛容な姿勢を も てる よ う に

努めたいと 思っ た。 ど んな意見（ 感想） にも 的確にコ メ ン ト さ れる

髙﨑先生の言葉の豊かさ や引き 出し の多さ に驚かさ れ感心いたし ま

し た。 あり がと う ございまし た。

　 ワーク シ ョ ッ プ のねら い・ 進め方な ど

よ く 分かり ま し た。 小学生への男女共同

参画社会について 理解さ せる ためにど う

し たら よ いか考え て いたので すが， 大変

参考にな り ま し た。 難し い話を する ので

はな く ， 身近な ち がいに気づかせ， 深め

て いく こ と が大切で ある と 思いま し た。

あり がと う ございまし た。

　 今回の研修で は， 子供たち の教育を 担う 教

職員と し て， も ち ろ ん一人の人間と し て， 自

分や他者を 大切にし て 生き ていく ためにど の

よ う なマ イ ン ド を も っ て生活し ていけばよ い

かを 考え る 機会と な っ た。 日々， 子供たち と

接し ていく 中で， 集団や属性と し てではなく ，

個人一人一人の違いを 認め合え る よ う な学級

づく り に努めていき たいと 思う 。

　 児童のワーク ショ ッ プ における 意図や目的が職員研修でよ く わかり まし た 。 両方で自分の

普段の発言を 見直し ， 改善し なければと 思いまし た。 児童のワーク ショ ッ プ は， 低学年には

難し かっ たかなと 思いまし た。　「 違いの自覚」「 違いの尊重」 についてワーク シ ョ ッ プ を 通し て ，

実感的に理解でき る すばら し いプ ロ グラ ムだと 思いまし た。 また，

こ れから ， 人口減少が進んでいく 日本で， こ れから の日本を 維持・

発展さ せていく ためにも ， 一人一人を 大切にし ， 違いを 認め， 尊重

する こ と が重要である こ と を 学びまし た。 髙﨑先生の声がと ても 聞

き 取り やすく ， また， どんな意見や行動にも ， 的確に対応さ れる 引

き 出し の多さ にも 敬服いたし まし た。

　 子供たち の学びの場を つく り ， 一緒に参加する こ と ができ， 大変

よ い研修になっ た。 ち がいはまち がいではないと いう 言葉が心にの

こ り ， 毎日の子供たち と の接点の中で， どう いう 言葉でかえし てい

る のかなと 考えさ せら れまし た。 一人の人と し て， 周り の友だち や

大人を素直に受け入れら れる よ う な素地を つく っ ていき たいです。

　「 Ｉ メ ッ セージ」 私は～と 語れる こ と の大切さ を 感じ ま し た。 言

葉で発言でき る 大切さ は， 日々の「 個人」 を 大切にする こ と から だ

と 思いま し た。 な かな か子供から の言葉が私の思っ て いる こ と と

違っ て「 なんで？」 と 思い「 ち がう っ て！」 と 声掛けし てし まう こ

と があり ますが， 日々子供たち は新し いこ と を 学習し ている と いう

こ と に思いを 巡ら し て， し っ かり 伝わる 言葉かけを し ていき たいと

思います。 リ フ レ イ ン によ り 心に多く のこ り まし た。 あり がと う ご

ざいまし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 男女共同参画と 聞いて 参加し たので ， 平等と

いう お話なんだろ う と 思っ ていまし たが， 男性 /

女性と いう 前に， 一人の人間と し て ， と いう 考

え 方を 大切にし て いく こ と を 学ぶこ と がで き ，

と て も 心に入っ て き ま し た。 社会のこ と ， 話合

いの仕方のこ と な ど， 考え さ せら れる こ と も 多

く ， ま た家で も う 一度復習し て 自分のも のにし

たいと 思いまし た。

　 人の意見を 否定する のではなく , 傾聴

し ， すり 合わせて新し い答えを 出すと い

う こ と の大事を 学びまし た。 声掛けの大

事で， 人が変わるこ と も 分かり まし た。

　 家族に対し てＩ メ ッ セー

ジ が多かっ た こ と を 反省

し ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セ ー ジ で 子

育てをやっ ていき ます。

　 私は， 発表する のがすご く 苦手

で すが， 今日の話を 聞いて， こ れ

から は思い切っ て 発表も で き る よ

う にし よ う と 思います。

　 普 段 の 生 活 の 中 で，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ

セージを使っ ているこ と が多かっ た

で す。Ｉ メ ッ セージ を 大切に。 子供

たち も お姉ち ゃ んだから ではなく ，

一人一人を見て大切にＩ メ ッ セージ

で関わっ ていきたいと 思いまし た。

　 すばら し いすばら し い勉強で し

た。 完全に男ま さ り で 育っ て き た

わたし にと っ て， 子供のこ ろ にこ

の話を し て く れる 人にお会いし た

かっ たです。

　 子育て が済み， 孫と の関係を 思い浮かべな が

ら の勉強でし た。 今， 8 6 歳の叔母を 見る こ と に

な っ て いて， それにも 大切な かかわり がある こ

と に気づき まし た。 あり がと う ございまし た。

　 わたし たち は時々いろ いろ な 小集団と 交わり

な がら 生活を し て いま すが， つい， 固定観念に

と ら われて , 言っ たり ， 行動し たり し ているよ う

に思いま す。 今日のワーク シ ョ ッ プ で 自由な 発

想， 個を 重んじ る こ と が希望ある 未来の子供た

ち を 作っ て いく のだと 考え さ せら れま し た。 そ

の姿勢で 人と の接し 方を 学んで いき たいと 思い

ます。 貴重な機会を あり がと う ございまし た。

事業を終えて～今後の取組など～

　 事業後， ある 学級では， 道徳の授業の際，「 みんなち

がっ てみんないいのだよ ね。」 と 児童から 自然な声が上

がっ ていたと いう 報告があっ た。「 違い＝まち がい」 で

はな いと いう 言葉に， 勇気づけら れたと 感じ る。 互い

の違いを 認め， 自分に自信を も つと と も に他者理解に

努めよ う と する 児童， 教職員， 保護者， 地域で あり た

いと 切に願う 。 コ メ ン ト のポイ ン ト は「 リ フ レ イ ン ＆

リ フ レ イ ム」。 大人であっ ても 認めても ら える と 嬉し い

こ と を 実感で き た。 児童の内な る 力が湧く 安心で き る

関係作り をチーム瀬々串と し て進めていき たい。

参観し た方々 地域の方々等への事業取組の周知

　 ち がいは宝物と いう 言葉と 人への思いや

り を 再度認識さ せら れる 自分でし た。 保護

者地域のみな さ ま は， 課長さ んの説明を ，

資料を 見な がら 熱心に 学んで お ら れま し

た。 その後， 髙﨑恵さ んのジ ェ ン ダー平等

の講義と 人権の講義を 受けた後， グループ

わけ， 絵を 見せ合っ た時の気持ち の発表と

いう スケジュ ールでし た。 と にかく 熱心に

学んでおら れまし た。 こ の学びに参加し た

皆さ んが， 瀬々串地区の男女共同参画社会

の推進役になっ てく ださ ると 思います。
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三島村立三島硫黄島学園
所 在 地： 鹿児島郡三島村硫黄島８ ０ 番地

電話番号： ０９９１３ -２-２１０６ ●児童生徒数： ２２ 人

●学級数： ５ 学級

・ ジャンベ（ 西アフリカ 伝統楽器）の演奏による達成感や自己有用感の向上

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器や遠隔システムの活用により 多様な考え方に触れる授業

・ 地球（ ジオ） 科による硫黄島の地質や歴史，文化などの素材を生か

し た学習

・「 し おかぜ留学生」 の受け入れ

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　「 ボラ ンティ ア活動や自然体験を 実施すると と も に， 教育活動全体を

通し て， 社会性や豊かな人間性を育み， 人権尊重の心や態度を育てる。」

　 きょ う は，５ じ かんめにどう と く を やり まし た。 つ

ぎのこと をまなびまし た。 はじ めてのこと は，まちがっ

てもだいじ ょ う ぶと いう こと をまなびまし た。（ １ 年）

　 みんなそれぞれのこ せいがある。「 何

で同じ じ ゃないの」「 あんたには， できな

いよ」 と いう 発信をする 人も いる。 ふり

かえっ て見ると 自分も 友達にし ているよ

う なき がし た。 男女共同さ んかく まなび

のひろばすいし んじ ぎょ う で学んだこ と

をいかし ていきたいと 思います。（ ６ 年）

　 リ モート で受けたのですが， 離れていても 他の人

と 意見が交わせ楽し かっ た。 今日の授業で一番心に

残っ たのが「 人の意見に反する回答を強く 言っ てはなら ないこ と 」 です。 人の意

見に「 おかし い」 や「 何こ れ」 と バカにするよう なこと は無く なっ てほし いと 思い

まし た。 社会に出ても あると おっし ゃっ ていたのでそう いう 人には注意が必要だ

と 思いまし た。 こ のよう な差別はなく なっ てほし いと し みじ み思います。（ ８ 年）

　 今日の学習を通し て絵をかいたこと がと ても 印象に残り まし た。私がかい

た絵と みんながかいた絵がちがってと てもおもし ろかったです。下の「 し か

く 」 の所を私は縦にかいていたけど，みんなは横にかいていたのでと てもびっ

く りし まし た。自分のいつも持つ方の手でなく ，違う 手で書いたら，いつもよ

り 字がガタ ガタになってし まいまし た。私は今日の学習を通し て，自分ができ

ないことははずかしく ないという こと が知れてとても嬉し かったです。（ ９ 年）

　 今日の授業では， 最初名前を左手で書く と いう 指示で， 何でこ んなこ と

をするのだろう と 思ったけど， あと の話し 合い， 見せ合いで， 他人に対し て

Ｙ ＯＵメ ッ セージなのか，Ｉ メ ッ セージなのかを学ぶと いう のを知って， びっ

く り し まし た。 また，「 発表は恥ずかし いこと ではない」 と いう こと ばも 心に

残っています。 私自身， 案を出すのは好きだけど， 他人に言う のはあまり で

きないのでこれから， 話すときは， 積極的に話し たいと 思います。（ ９ 年）

　 今回の授業をう けて， ぼく は人それぞれだ

と いう こと が一番印象に残り まし た。理由は，

みんな一人一人自分の個性を 持っ ている か

ら です。 人の性格や体格を悪く 言わずにその

人の個性と し て受け入れてあげるこ と が一番

大切だと 考えまし た。 だから ， こ れから も 人

それぞれに自分の個性があると 考えて， 差別

をし ないよう にし たいと 思いまし た。（ ６ 年）

　 今日の授業では， 特に与えら れた指示

に対し て 絵を 書く のが印象に残り まし

た。 ２ 個目の丸を 書く と き に８ を描く 人

がいたり ，◎を描く 人がいたり ， おもし ろ

かっ たです。 また， 私は， 発表や話し 合

いが好き なほう ではないので， 今日， み

んな考え方が違う と いう こ と を 知れて，

少し 安心し まし た。 こ れから 学校生活を

過ごし ていく 中で一人一人の存在， 個性

を大切に過ごし ていきたいです。（ ７ 年）

　 僕が一番心に残っているのは「 あなたメ ッ セージと

わたし メ ッ セージ」 でし た。 僕も あなたメ ッ セージに

なっ ているこ と があったので， わたし メ ッ セージで話

すよう にし たいです。 絵を描く ゲームでは， し ゃべら

ず， のぞかずだったので， みんなそれぞれ違う 絵でと

ても おもし ろかったです。他にも みんな発表し ていて，

自分と 違う 意見も あったので， なるほどと 思う こ と も

いく つかあり まし た。 一人一人違う 意見でも あなた

メ ッ セージ私メ ッ セージを心がけたいです。（ ７ 年）

　 わたし は， ５ じ かん目にいいこと ば， わるいこと ばのこと

をなら いまし た。 みんなそれぞれがちがってと ってもおもし

ろかったです。 みんなどう やって書いてるのかな， 考えてる

のかなぁ と 思いまし た。 わたし もみんな， グッ ド！！！（ ２ 年）

　 お絵かきも 楽し かっ たし ， またやっ てみたいなぁ

と 思った。こ れから，ずっと わたし メ ッ セージで話す。

話す時は「 あなたダメ 」「 あなたへん」 と かではなく ，

わたし メ ッ セージで話すこ と に気をつける。 お絵か

きの絵がみんなちがったし ， どんな絵をかいている

か， わからないから， おもし ろかったです。（ ３ 年）

　 みんなちがっ ていて， みんないいと いう 言葉の意味が

分かっ て嬉し かっ た。 たまに意味が言えなく て人をいや

な気持ちにし てし まう 事があっ たから「 私言葉」 をう ま

く 使っ て人をいやな気持ちにさ せないよう にし よう と 思

えた。 絵を描いている時， こ んなふう にみんなは考えた

んだなと いつも なら 分から ない事が分かっ た。（ ４ 年）

　 お姉さ んが自ら 質問をし ていて，「 人それぞれの性か

く があっ ていい。」 と いう 言葉があり ， と ても 共感し ま

し た。 こ の学習を生活に生かせるよう に， 言葉に変なと

こ ろがないか気を付けながら 生活し たいです。（ ５ 年）

　 例年，12 月に心の教育の日と し て，人権教育に関する 授業を 保護者へ公開し てき た。 その取組によ り ，児童生徒，保護者の人権感覚を 育んでき た。

　 今年度赴任し た職員より ， 本事業の良さ を聞き ， 児童生徒の人権感覚をさ ら に向上さ せると と も に， 職員の人権同和教育の充実や保護者の人

権感覚の向上を高めるために， こ の事業に参加するこ と が適し ていると 考えた。

　 また，「 し おかぜ留学生」 の中には， 不登校や対人関係を 築けない児童生徒が多いため， コ ミ ュ ニケーショ ンの望まし いあり 方を伝え， 他者

理解や自尊感情の高揚を図り たいと 考え応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ 年３ 回の校内研修を 行い， 人権教育研修資料「 陽だまり 」

や「 仲間づく り 」 を活用し ている。

・ 子ども 一人一人の情報交換を密にし ， いじ め防止など人権

を守るための共通理解を図る。

・ 各教科， 学年の関連内容を 教育課程に位置付け， 普段の授

業の中で意識し て指導を行う 。

・「 心の教育の日」 を 12 月の人権週間に設定し ， 人権教育を

テーマにし た， 授業公開をＰ Ｔ Ａ 向けて実施し ている。

・ 学校便り や学級通信等での人権同和教育の取組を発信する。

（ 2） 本校の児童・ 生徒の実態

・「 し おかぜ留学生」 が約半数を 占めている。 地元出身の子ども と 異年齢

集団での活動を中心に仲良く 過ごし ている。

・ 明るく ， 素直な児童生徒が多く ， 児童生徒会長の「 学園から 島を元気に」

と いう 合言葉をかかげ， 普段の授業や学校生活に取り 組んでいる。

・ 土日の出入港の際には，来島者を歓迎するジャ ンベ演奏等を行っ ている。

１ 児童・ 生徒を対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

10月６ 日（ 水）
 14： 10～15： 00 児童・ 生徒ワークショ ップ（ 全児童･生徒）  22人

 16： 15～16： 45 教職員セミ ナー 11人

 17： 30～18： 30 保護者・ 地域ワークショ ップ 10人

事 業 実 施 概 要
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　 昨年度， 檍小で同じ 研修を 受けた者です。 リ モート でど う なる の

かなぁ と 思っ ていまし たが， １ ， ２ 年生の子ども たち にも よ く 分か

る 言葉で話し てく ださ っ ていたので， 最後まで集中し て聞く こ と が

でき ていまし た。 あり がと う ござ いまし た。 普段の自分の接し 方に

ついて今年も 振り 返る こ と ができ まし た。

　 時間の確保が課題， 児

童生徒， 時数， 職員研修

について， 勤務時間と の

兼ね合いを 考え る べき で

ある 。

　 メ グさ んが「 学校」「 日本の教育」 と 伝え て

講話を さ れたが， 硫黄島学園はその環境で 言

えば， かなり 異質である こ と を 伝えたかっ た。

　 研修， 特に地域， 保護者の方の機会が少な

かっ たので， あり がたかっ た。

　 子ど も たち のワーク ショ ッ プを 参観し ながら ， 自分だっ たら こ ん

な風にかく かなと 思っ ていたけれど ， やはり 一人ひと り 全然違う 絵

を 描いていた「 違い」 と いう のが絵と いう 形ではっ き り と 見る こ と

ができ た。 普段のかかわり の中で， 同じ こ と を 授業でする こ と を 求

めている こ と が多く ， 違う 意見や考えに対し ても 認めてあげら れて

いないなと 反省さ せら れた。 こ れから の子ども 達のかかわり の中で

も 私自身が子ど も 一人一人を 認める と いう こ と を 意識し て， 人権の

中で学ぶと いう こ と が日常の中で行える よ う にし たいと 思う 。

　 今までも ， こ の推進事業の生徒用ワーク ショ ッ プ を 受けていたの

で， 内容はわかっ て いたが， 職員研修で は初めて で， こ のワーク

シ ョ ッ プ のねら いなど を し っ たこ と はと て も 良かっ た。「 違いの自

覚と 尊重」 はと ても 大切なこ と である ので ， 様々な場面で児童， 生

徒に伝えていき たいと 思っ た。 本日は講師を し てく ださ り ， あり が

と う ございまし た。

　 男女共同参画の考え方を 通し て， お互いに認め合える 一人の

「 日本人」 を 育てて いき たいと 強く 思いまし た。 子ど も 達への

授業， 教職員セミ ナー， 保護者・ 地域セミ ナーと 長時間にわた

る 講義に， 川村さ ん， 髙﨑さ ん， 郡山課長の熱意を 感じ まし た。

三島硫黄島学園のためにあり がと う ございまし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 何かがすっ き り し たので， 心がふら っ と な感じ が授業の後に続いて

います。“ 十人十色” と いう 言葉や“ 理由” と いう 言葉を 尊敬する 人が

大事にし ている こ と を 思い出し まし た。 何よ り 髙﨑先生が楽し そう に

話さ れていたため， 楽し く 聞く こ と ができ て良かっ たです。 僕も 自身

のアイ デン ティ ティ ーを 磨き 上げたいと 思っ ています。

　 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージ，Ｉ メ ッ セージ良い勉強に

な り ま し た。 子供たち に対する 言葉かけを 今

一度考えなおす良い機会になっ たと 思います。

な かな か難し いこ と のよ う で すが， 一人一人

を よ り 理解し て いく し かな いのかな と 思いま

す。「 話し 合い」 実際はこ ち ら から の一方通行

で すし ， ど れほど 理解し て く れて いる のかも

反応がないのでわかり ません。

　 話を 聞いて， プ レ ッ シ ャ ーから ， と き はな

たれたかのよ う に安心し ま し た。 な かな か自

分の意見を 話し たり ， わから な いこ と を 人に

聞いたり する と いう こ と が苦手で 相手の様子

を 先にう かがっ て し ま いま す。 が， 自分が出

来な く て も 恥ずかし いと 思わず， 思い切る！

がチ ャ レ ン ジ にも つな がる こ と ， 親も 子も 一

緒に色々チ ャ レ ン ジ し て みよ う と 思いま す。

あり がと う ございまし た。

　 今日の話の中で 気づかさ れた 内容があ り ，

日々の生活にこ れから 生かそう と 思いまし た。

　 身近な例えでわかり やすく 伝えて下さ る 点が良かっ た。 セミ ナーの

進行のし かたが勉強になっ た。

事業を終えて～今後の取組など～

　 本校は， 小学生と 中学生が， 一緒の校舎で学んでおり ， 児童生徒会活動など１ 年から ９ 年までの異年齢での活動を 行う こ と が多い。 保護者に外国籍の方や外国で働

いていたこ と がある 方がおり ，国際色豊かな面があり ，考え方も 多様である 。 また，子ども たち の中には，不登校などを 経験し ，学校へ行き づら く なり ，「 し おかぜ留学生」

と し て在籍し ている 者も いる 。

　 こ う いっ た， 特別な環境の中で過ごし ている 子ども たち が「 学びの広場」 のワーク ショ ッ プを 通し て， 指示絵描き において， 感じ 方や考え方は一人一人で違っ てい

る こ と に気付いたこ と ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージと Ｉ メ ッ セージの違いを 理解し ， 言葉づかいを変えよ う と する 姿を嬉し く 思っ た。

　 子ど も 同士では， 自分の思っ たこ と を そのまま言葉にし て相手を 傷つけてし まっ ている こ と や小さ なト ラ ブ ルにつながっ ている こ と も あっ た。 反対に， 気を 使いす

ぎて， 言いたいこ と を 伝えら れずに我慢し てし まう も のも おり ， コ ミ ュ ニケーショ ン の在り 方と し て， 子ども たち はと ても 良い考え方を 学ぶこ と ができ た。

　 職員も 気付かないう ち に使っ ているＹ Ｏ Ｕ メ ッ セージに気づき 改めよ う と する 声があり ， 子ども たち と も 良好な関係を築いていける よ う になる と 思われる 。

　 保護者の中には， 家庭での教育において，「 叱る 」 場面で「 こ れでいいのかな」 と 不安になり ながら 過ごし ている 母親も おり ， 一人一人は違っ ている と いう こ と を 確

かめたこ と によ り ， 安心感が高まっ ている よ う だっ た。 こ こ でも Ｉ メ ッ セージへの変換を意識するよ う に考えていたこ と が印象的である 。

　 一人一人の違いに気づき ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージから Ｉ メ ッ セージへの変換を 参加者全員が意識する こ と ができ ，互いに尊重し 合う 基盤がこ れまで以上に固まっ たと 思う 。

　「 学びの広場」 は子ども たち ， 教職員， 保護者， 地域の方々と 人権感覚を 磨く 一日と なる 良い機会だっ た。 髙﨑さ んを始め， 郡山課長さ ん， 川村さ んに感謝し たい。

　 こ の島では，伝統行事の上では「 男性だけ」「 女性だけ」 を 尊重する 面がある が，それら 伝統の良さ を 生かし ながら ，日常生活での「 人権意識」 を 持ち 続けら れる よ う に，

学校から 発信し ていく と と も に， 子ども たち の意識を 高めていき たい。

　 素敵な講話でし た。 村は男尊女卑が根強く 残っ ている 習慣因習があ

り ます。 今ど き の感覚で言えばナン セン スですが， その文化の上に成

り 立っ ている 島でも ある のでと ， ２ 年目にし て感じ ます。 良い悪いで

はな く ・ ・ ・ 。 その中で 国際家庭で はかな り のイ ロ モ ノ な ので すが，

それを う まく 利用し ている 部分も あり ますね。 みんなち がっ てみんな

いいのみすずの言葉を 実は自分の家で実践する のが一番難し い気がし

ます。「 教科書を開く ごと に難し く なる 」 と いう のは， 目から ウロ コ で

し た。 よ り そえるお母さ んになり たいです。 あり がと う ございまし た。

　 あっ と いう 間の１ 時間でし た。こ れまでの意識が少し 高まり「 ち がい」

の良さ に気づいたよ う に思います。 本日の出席者の中にジャ ン ベ留学

生３ 名がおら れ， 積極的に発表も さ れていまし た。 今後はかかわり を

深めていき ， お互いが楽し い島での生活を 送っ ていき たいと 思いまし

た。 本日はあり がと う ございまし た。

地域の方々等への事業取組の周知

10 月末に発行する ， 学校便り 「 磯松」 への記事掲載

　 ・ 発行部数…約 6 0 部

　 ・ 配 布 先…硫黄島全戸数， フ ェ リ ーみし まへの掲示

　 ・ 学校便り 以外での周知…各学級通信にて内容や， 子ども の感想等の紹介

【 学校便り 10 月号】 指示を聞いて描いた絵の違いに驚いています。
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枕崎市立桜山小学校
所 在 地： 枕崎市桜山町２５６ 番地

電話番号： ０９９３ -７２-９８８３ ●児童数： １４９ 人

●学級数： ８ 学級

・ 地域の特性やつながりを生かし た外部講師を招いた授業や校外

学習等，特色ある教育活動

・ きれいな花と 元気なあいさ つに彩ら れた教育環境

・ 図画作品展や新聞投稿等への積極的な応募

・ 積極的な学校情報の提供・ 広報

特
色
あ
る
活
動

11月２ 日（ 火）
 19： 00～20： 30 保護者・ 地域ワークショ ップ 28人

11月15日（ 月）
 9 ： 35～11： 20 児童ワークショ ップ（ ６ 年児童）  25人

 15： 30～16： 45 教職員セミ ナー 14人

事 業 実 施 概 要

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 人権尊重の意識を 高め， お互いを 認め合い支え合っ て， 共に向上し よ う と する 子

供を 育てる。

・ 人権同和教育に対する 正し い認識と 理解を 深めるための研修を 推進する。

・ 各教科・ 領域等の全ての教育活動の中で， 人間尊重の教育を 推進する 。

・ 人権を 尊重する 学級経営に努め， 差別や偏見のない学校生活を 創造する。

・ 人権を 尊重する 教育相談を 推進し ， 一人一人の思いや願いを 大切にする 教育を 推進

する 。

・ 家庭・ 地域と の連携を 深め， 家庭・ 地域における 人権同和教育の啓発・ 推進に努める 。

　 めぐ さ んの説明が例を 使っ て分かり

やすかっ たです。（ 6 年）

　「 それぞれみんなち がう わけじ ゃ なく ， 同じ と こ ろ も あ

る。」と いう 言葉が心に残り まし た。そし て，他の意見も し っ

かり 分かっ てあげて， みんなが発表し やすい空気を つく っ

てあげるこ と が大切と いう こ と に共感し まし た。（ 6 年）

　 ち がいがある から こ そ， 今の社会がで き て いる んだ

と 思いまし た。（ 6 年）

　 人それぞれがいろ んな 個性を も っ て いる こ と がいい

と 思っ た。（ 6 年）

　 人それぞれ考えがある ので， 考えを

一つにまと める のではなく ， 広げてい

き たいと 思います。（ 6 年）

　 いろ いろ な考えがあるので， 自分が間

違いをし ても 恥ずかし がら ずに「 次がん

ばろう 」 と 思えばいいと 思っ た。（ 6 年）

　 本校の児童は， 素直で明るく ， 心優し い。 また， 日常の学習や学校行事に対し て一生懸命に取り 組も う と する 。 また， 縦割り 班活動では， 上

学年が下学年に優し く 教える姿が見ら れる。 し かし ， １ 学年１ 学級し かないこ と から 人間関係が固定化し やすく ， 積極的な行動が行われにく く

なり ， 互いの新たな良さ や頑張り に気付き にく く なるため， 自尊感情が育ちにく いと いう 面も みら れる。

　 今年度は男女共同参画の視点から ，学校内，学校間，家庭，地域など，広く 連携し て互いの違いを認め合い，積極的に行動し た上での課題解決や，

望まし い社会作り に参画し ていこ う と する意欲を育成し たいと 考え， こ の事業に申し 込みをし た。 

（ 3） 人権同和教育の取組

（ 児　 童）

・ 全教育活動を 通し た人権学習の実施

・ 人権ポスタ ー， 人権作文， 人権標語等への取組・ 応募

・ 人権の花運動への参加（ 令和２ 年度）

・ 人権集会の実施（ 縦割り 班によ る レ ク リ エーショ ン ・

人権宣言の作成）

・ スマイ ルウィ ーク の取組（ 縦割り 班によ るレ ク リ エー

ショ ン ・ 合同給食）

（ 職　 員）

・ 講師を 招いての人権同和教育に関する研修の実施

・ 全職員によ る人権レ ポート の作成と 職員連絡会におけ

る 人権資料の読み合わせ

・ 学校便り ， 学級便り ，Ｐ Ｔ Ａ ， 家庭教育学級で の保護

者への人権問題に関する啓発

（ 2） 本校の児童の実態

・ 素直で明る い。 何事にも 真面目に取り 組も う と する 。

・ 縦割り 班活動では， 上学年が下学年に対し て優し く 教える 姿がある 。

・ やや積極性に欠ける面がある。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～ 　 ぼく は弟の意見にいつも「 絶対こ っ ちのほう がいい」 など理由

を表さ ないままそう し ていまし た。 この学習を通し て， し っ かり 理

由を伝えると よいこ と を学びまし た。「 まだ何も できないの」 など

の一言によっ て相手を傷つけないよう にするこ と を意識し よう と

思いまし た。 こ れから は社会への見方が変わると 思います。（ 6 年）

　 こ れから は「 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージ」 で はなく ，「 Ｉ メ ッ セージ」

を 取り 入れていき たいです。（ 6 年）

　 今まで「 こ っ ち のほう がいい」 と 攻撃的な言葉を よ く 使っ て

いた気がし ます。 こ れから は他の人と のち がいを し っ かり と 受

け入れていき たいです。（ 6 年）
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参観し た方々

地域の方々等への事業取組の周知

　 左手で自分の名前を 書く こ と は難し く ，「 慣れないこ と 」，「 初めてのこ と 」 に取り 組むこ と は子ども 達にと っ

ても 不安であり ， 難し いこ と なので， 私たち 教師も 子ども 達の気持ち を 受け止め， それに応じ た声掛けを し

ていき たいと 思いまし た。

　 情報非対象性， １ つの指示でいろ いろ な捉え方を し ている んだと 思い， 自分のイ ラ イ ラ を 減ら し て子ども

と 接する よ う に心掛けたいと 感じ まし た。

　 子ど も たち が描いた絵を 見せて も ら いま し たが，

「 違い」 を 認める と たく さ んの完成がある と 思う と 同

時に「 違い」 と いう こ と を 理解し て いく こ と が大切

だと 思いま し た。 子ど も 達が学校に来て 楽し いと 思

える環境を作っ ていき たいと 思います。

　 自分たち が無意識のう ち に出し て いる 同調圧力を

子ど も 達に意識さ せな い社会が広がればいいな あと

思いまし た。

　 日頃の声掛けから 見直し て いかな いと いけな いと

反省し て 聞いて いま し た。 子ど も た ち から する と ，

いろ いろ な 受け取り 方を し て いる のだから ， 違う 理

解が生まれても おかし く ない。 当たり 前ではある が，

こ のこ と を 痛感でき たので， よ い学びになり まし た。

　「 違いこ そ宝」，「 まず自分を 大切にし よ う 」，「 大人の自己肯定感が低いと 子ど も も 低く な っ て当然」 と い

う 言葉が心に響き まし た。 また， 指示は同じ でも 捉え方が全然違う こ と に驚き まし た。 こ のよ う な体験を 通

し て学ぶこ と で， 子ど も たち の理解がよ り 深まっ ていく のだと 思いまし た。 普段の授業や学級Ｐ Ｔ Ａ 等で取

り 入れら れそう なも のも あっ たので， 今後に生かし ていき たいと 思います。

　 違いを 恐れず， 自分の意見を し っ かり 伝える こ と のでき る 人（ Ｉ メ ッ セージ）・ ・ ・ こ れから の社会で最

も 大切なこ と 。 コ ミ ュ ニケーショ ン の本来の意味が分かり まし た。 また， 子ど も たち の健やかな成長のため

に教師から の感謝の気持ち の言語化や指示の最適化を 図る など， 意識し て取り 込むべき こ と を たく さ ん教え

ていただき まし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 男と 女を 分けて いる つも り はな かっ たのに ， 無意識に行っ て いたこ と に

ショ ッ ク を 受けまし た。 こ の意識を すぐ に変える こ と はでき ないかも し れま

せんが， 繰り 返し 経験し ていく 中で少し でも 変わっ ていけたら と 思いまし た。

　 知っ ている こ と を 行動化する こ と のでき ない自分がいる こ と に改めて気付

かさ れまし た。 日々の言動を 今後見つめ直し ていき たいと 思いまし た。

　 自分自身が日頃，接し ている周囲の人々に，どのよ う な声掛けをし ているかを 振り 返り ，理解し ている つも り でも ，なかなか実際にはでき ないと 反省し まし た。 し かし ，

Ｉ メ ッ セージや周囲への声掛けを どのよ う にし ていく か， 日々意識する こ と で少し ずつ身に付けている と 思いますし ， 身に付ける こ と で社会の在り 方も 変えていける

のではないかと 思いまし た。

１ 　 11 月・ 12 月発行の「 学校便り 」 に掲載

　 ・ 発行部数…約 4 0 0 部

　 ・ 配 布 先…桜山小校区全戸数， 市内各校，

　 　 　 　 　 　 　 市教委， その他公的施設等

２ 　 学校便り 以外での周知 

　 　 各学級通信にて内容や子ども の感想等の紹介

（ 1） 案内文書

（ 2 ） 学校便り

（ 3 ） 学級通信

（ 4 ） Ｐ Ｔ Ａ 新聞（ 桜山小校区全戸へ配布）

（ 5） 学校ブロ グ

事業を終えて～今後の取組など～
　 ３ 年ぶり に本事業を 実施する こ と ができ た。 性別等に関わり なく 一人一人に「 ち がい」 がある こ と を 実感する ワーク ショ ッ プでし た。

　 髙﨑恵さ んの出す指示のも と ，簡単な絵を 描き ，お互いの絵を 見せ合いながら「 絵を 描いている と き の気持ち 」 と「 絵を 見せ合っ たと き の気持ち 」 を 話し 合う 活動では，

「 同じ よ う な絵の人も いれば， 全然違う 絵の人も いておも し ろ かっ た」，「 考える こ と はそれぞれ違う と 思っ た」 など， 描いた絵は， それぞれ違っ ている が，『 ち がい』

は間違いではなく ， 一人ひと り が持つ『 個性』 と いう 素晴ら し いも のだと いう こ と を 実感し ていまし た。「 人は違う のが当たり 前である」 こ と ，「 違いがある から 新し

い考えが生まれるし ，進歩でき る 」 こ と ，「 だれにでも 初めてがあり ，失敗する のが当たり 前」 と いう こ と ，「 失敗を笑っ たり ，責めたり し てはいけない」 と いう こ と など，「 ち

がい」 を 豊かなも のと し て捉える こ と ができ る よう になり まし た。

　 また，「 あなたの言う こ と は違う よ 」 と いう よ う な，「 相手」 を 主語にし て話す『 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージ』 ではなく ，「 私はこ う 思います」 と いう よ う な「 私」 を主語にし

て自分の考えや気持ち を 伝える『 Ｉ メ ッ セージ』 で話し てみまし ょ う と いう 髙﨑さ んの言葉を 児童も ， 職員も ， 保護者も 共感的に受け取り まし た。 こ れから は， 子供

たち 同士の話合いや子供たち への声掛け， 学校や地域等の話し 合いの場などでも 『 みんなち がう 』 と いう こ と と 『 Ｉ メ ッ セージ』 を 意識し ていき たいと 思います。

　 自分の中で無意識に感じ ていた固定観念が違う こ と に気付けて良かっ たです。 な

かなか自分の意見が言えないのはなぜかと いう のを 的確に表現し ていただけて， 納

得し た。 子ども たち と 携わる 中で意見の言いやすい環境をつく れたら と 思いまし た。

　 人や同僚・ 子ど も 達と 関わる 上で， 大切な考え方・ 伝え方， たく さ んの言葉を 学

ぶこ と ができ まし た。 社会で起き ている 何気ない同調圧力や確認欲求， 俯瞰的に見

る こ と ができ ， 私自身も こ れから 分から ないこ と は聞いたり ， 自分自身の気持ち も

大切にし たり し ていこ う と 思いまし た。

　 男女差別， 子ども への言葉， 対応についてと ても 分かり やすく て素晴ら し かっ た

です。 心に染みまし た。

　 自分自身が日頃， 接する 周囲の人々にど のよ う な声掛けを し ている かを 振

り 返り ， 頭で 分かっ て いて も な かな かで き て いな いと 反省し ま し た。Ｉ メ ッ

セージや周囲への声掛けを ど のよ う にし ていく かを 日々意識する こ と で， 少

し ずつ身につけていける と 思う し ， 身につける こ と で， 社会の在り 方も 変え

ていける んじ ゃ ないかと 思いまし た。
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